九月 二十四日、 日曜日、 空よ く 晴れて 暑から ず 寒 か 

らず。 数学の 宿題 も 午前の 中に 片付け たれば 午後 半日 

は 思う まま 遊ぶ ベ しと 定まれば 昼飯 待 遠し。 今日は 彼 

あまた しょうみょう 

岸に や 本堂に 人数 多 集りて 和尚の 称 名 の 声い つもよ 

り は 高らかなる など 寺の 内 も 今日は 何となく 賑やかな 

う ほうき 

り。 線香と 花 估る ゝ事 しきりに 小僧 幾度 か 箒 引き 

ずって 墓場 を 出つ 入りつ。 木魚の 音の ボン/^ たる を 

ま お ま ま く リ 

後に 聞き 朴 歯の 木履 カラつ かせて 出で立つ。 近辺の 

寺々 いずこ も 参詣人 多く 花屋の 店頭 黄なる 赤き 菊 

え ぞ ギ. J く うずた か のぞ 

蝦夷菊 堆 し。 と ある 杉垣の 内を靦 けば 立ち並ぶ 墓碑 

こけ どまんじゅう 

苔 黒き 中に まだ 生々 しき 土饅頭 一 つ、 その 前にぬ かず 



わかに 痛み 出して 一歩 も あゆみ 難く なれり。 近き ベン 

チ へ 腰 を かけて 観音様 を 祈り 奉る 俄 信心 を 起す も 

霊験の ある 箬 なしと 顔をしかめながら 雷 門 を 出づれ 

ば 仁王の 顔い つもより は 苦し。 仲 見 世の 雑鬧は 云わず 

あずまば し い 

も あるべし。 東 橋に 出づ。 腹痛 や、 治まる。 向う へ 

越して 交番に 百花 園への 道 を 尋ね、 向島 堤 上の 砂利 を 

蹴って 行く。 空い つの 間に か 曇りて ポッリ く 顔に お 

つれ ど さした る 事 もなければ 行 手 を 急いで 上へ /\ と 

行く。 道 右へ 廻りて 両側に 料理屋 茶店な ど 立ち並ぶ 間 

を 行く。 右手に 萩の 園と 掛札 ある 家 を、 これが 百花 園 

かと 門 内を頓 くに、 どうやら 変 なれば、 客待ちの 車夫 



門 を 入れば 萩 先ず 目に 赤く、 立て 並べた る 自転車お び 

た、 V し。 左 脇の 家に 人数 多 集い、 念仏の 声洋々 たる は 

らくやき 

何の 弔い か。 その 隣に 楽 焼の 都鳥な ど 売る 店 あり。 こ 

れに 続く 茶店 二、 三。 前に 夕顔 棚 ありて 下に 酒 酌む 自 

転 車 乗りの 一 隊、 見る から 殺風景な リ。 その 前 は 一 面 

すすき ほう まう 

の 秋草 原。 芒の 蓬々 たる あれば 萩の 道に 溢れん とす 

ふよう しおん おみなえし ふじば かま 

る、 さて は 芙蓉の 白き 紅なる、 紫苑、 女郎花、 藤 袴、 

つりがね ばな ほうせんか みずひき 

釣鐘 花、 虎の 尾、 鶏頭、 鳳仙花、 水引の 花 さまん \ に 

咲き乱れて、 径 その 間に 通じ、 道 傍に 何々 塚の 立つな 

ど あり。 中に 細長き 池 あり。 荷葉 半ば 枯れなん として 

見る 影 もな きが 一 入 秋草の 色に 映りて 面白し。 春 夏の 



勢いよ く馳せ 来る 馬車の 上に 端坐せ る は 瀟洒た る 白 

面の 貴公子。 たしか 『太陽』 の 口絵に て 見た るよう な 

きみとみ 

りと 考 うれば、 さなり 三条君 美の 君よ と 振 返れば 早 や 

見え ざり ける。 また 降り出さぬ 間と 急いで 谷 中へ 帰れ 

ば 木魚 の 音 また ポ ン くく。 

(明治 三十 一 一年 九月) 
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